
（別紙３）

○事業所名 ココトモビレッジ桜校

○保護者評価実施期間 2026年2　月1　日 ～ 2026年　3月1　日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 34 （回答者数） 31

○従業者評価実施期間 2026年2　月　1日 ～ 2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 7 （回答者数） 7

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3　月17　日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 個別の支援 特性を配慮した環境設定、支援内容を行い、
職員間での情報共有を行っています。

家庭、学校との連携強化を行い、
安心できる支援を実施していきます。

2 視覚支援
スケジュールや活動内容などを写真で提示。
また、室内は掲示物を減らし、
情報量の調整を行っています。

個別に必要な情報を整理し、
分かりやすい視覚支援を取り入れていきます。

3 広いスペースの確保 場面や特性に合わせ、部屋を仕切ることもでき、個別
にも対応できるようになっております。

職員配置を明確にし、安心に過ごして
いただけるよう取り組んでいきます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他の
こどもと活動する機会

変化への対応が苦手方も多く、
にぎやかな環境での活動が難しいこともあります。

他事業所との交流を少人数から行い、
慣れた職員との行動の上に新しいことも
少しずつ取り組んでいきます。

2

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等によ
り、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族
への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの支援がされているか。

お仕事をされている保護者の方も多いため、
交流の機会を設けることが難しいこともあります。

事業所見学や夏祭り、
いちご狩りなどご参加いただける機会を
今後も作っていきます。
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